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行
行
発
発
日月

集

毎

編

学

譲敵務
朝

総

２
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
学
校
法
人
覇
薄
大
学
理
事
会
に
お

い
て
２
０
◇
７
年
度
か
ら
任
期
の
始
ま
る
本
学
役
職
者
が
決
定

し
た
。
工
期
６
年
務
め
た
長
坂
信
夫
学
長
の
後
径
蕉
岩
麹
幸
雄
副

学
長
、
副
学
長
は
３
人
体
網
と
な
り
、
赤
石
健
司
、
大
友
鬼
之
、

竹
内
宏
の
客
氏
が
選
任
さ
れ
、
法
学
部
長

，
歯
学
部
長
も
新
付
着

を
選
崩
し
た
。
（２
面
に
関
堡
証
事
）

学長

歯
学
研
究
料
惨
了
後
、
河
大
学

歯
学
部
助
教
授
、
１
９
８
１
年

妓
阜
歯
科
大
学
荻
授

（現
朝
澪

大
学
）
に
着
任
し
た
。
そ
の
後

歯
学
部
附
属
病
院
長
、
歯
学
部

長
を
経
て
、
２
０
０
５
年
４
月

岩

新
し
い
学
長
に
な
、
措
幽
華

推
副
学
長
が
選
径
さ
れ
た
。
同

氏
は
、
１
９
６
２
年
３
月
大
阪

大
学
歯
学
部
卒
業
、
測
大
学
焼

か
ら
副
学
長
を
務
め
、
こ

曲幸雄

臨
床
及
び
基
礎
騰
実
習
を
通

じ
て
歯
料
医
療
の
社
会
鋳
研
究

並
び
に
霞
籐
約
視
野
た
立
つ
臨

床
歯
科
医
学
を
総
合
的
に
教

育

・
研
究
す
る
場
と
し
て
設
置

さ
れ
、
地
域
の
基
科
医
療
施
設

と
し
て
も
貢
献
し
て
い
る
朝
爾

一魏
届
聾
褻
騒
羅
４霧
霧
築

車Ｅ
Ｅ
Ｉ

葬
６
代
学
長
に
就
任
す
る
こ
と

と
な

っ
た
。
露
学
長
に
は
赤
石

縫
司
教
授
が
再
任
さ
れ
た
ほ
か

大
学
歯
学
部
附
癌
病
院
Ｐ
Ｄ
Ｉ

岐
阜
歯
科
診
療
所

（４
月
１
日

か
ら
改
称
予
定
）
で
は
、
「歯
科

医
願
臨
床
研
修
細
疫
」
導
入
に

伴
う
施
設
の
拡
充
を
な
か
る
た

め
、
ま
た
、
地
域
社
会
の
歯
科

医
療
に
よ
り

´
量

藁
献
す
全

じ

次
期
役
職
者
決
定 ■

与
ｒ
Ｆ
ｒ

・
¨
・
∵
，
す
ｉ
よ
ｒ

大
友
克
之
学
生
部
長
、
竹
角
宏

歯
学
部
教
授
の
３
名
が
選
径
さ

れ
た
。
開
日
の
理
事
会
で
改
正

さ
れ
た
学
長
等
選
任
規
羅
に
基

づ
き
、
学
長

・
副
学
長
及
び
事

務
局
長
で
構
成
す
る

「学
長
等

協
議
〈
歴

が
随
時
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
学
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
及
び
業
務
執
行
を
支

援
す
る
こ
と
に
な
る
予
定
だ
。

法
学
部
長
は
杉
島
正
秋
副
法

学
部
長
が
選
任
さ
れ
た
。
副
法

学
部
長
は
置
か
な
い
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
原
則
と
し
て
法
学
部

長
が
兼
ね
る
こ
と
と
な

っ
て
い

た
大
学
院
法
学
研
究
舞
長
蕉
感

三
原
憲
三
教
授
が
再
任
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
。

経
営
学
部
長

（兼
経
営
学
観

究
科
長
）
は
森
下
伊
豆
男
教
授

所
は
２
０
０
７
年
６
月
に
先
威

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

が
再
任
。
歯
学
部
長

（兼
歯
学

研
究
科
長
）
に
は
岐
車
歯
科
大

学
第

一
期
■
の
劉
村
康
夫
教
授

が
就
径
す
る
。
法

・
経
営
学
部

は
徳
然
と
し
て
続
く
厳
し
い
学

花
募
集
対
策
、
歯
学
部
な
定
員

削
減
閣
題
や
歯
科
医
師
国
家
試

験
の
難
化
姦
ど
各
学
部
と
も
調

題
が
麹
積
み
し
て
お
り
、
新
学

長
の
も
と
、
各
学
部
長
の
手
腕

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

学
生
部
長
は
、
麹
本
英
弘
副

学
生
部
長
が
就
任
。
情
報
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
賂
属
病
院

長
に
は
そ
れ
ぞ
れ
板
谷
雄
二
教

授
、
倉
舞
正
森
教
授
が
再
任
さ

れ
た
。
ま
た
、
船
握
換
堵
警
停

が
改
正
さ
れ
副
病
院
長
が
３
名

終
制
と
な
り
、
式
守
道
夫
教
授
、

出
本
宏
治
貌
授

（再
任
）、
藤
原

周
教
授
が
選
任
さ
れ
た
。

新
し
い
区
譲
館
長
に
は
現
歯

学
部
長
の
藤
下
昌
己
教
授
ゝ
教

職
課
程
セ
ン
タ
ー
長
に
は
武
幽

被
司
教
授
が
決
ま

っ
た
。
河
舎

絡
三
、
澤
露
確
歴
代
セ
ン
タ
ー

長
と
同
じ
、
墨
鮭
登
茜
基
島

校
技
長
経
験
者
が
就
任
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

と
を
目
的
と

し
て
、
同
診

療
所

（所
在

【
岐
阜
南
都

通
り
５
丁
目

・５
番
地
）
の

新
築
工
事
を

行
う
こ
と
と

な

っ
た
。

１
月
２４
国

い
に
は
、
新

築
工
事
に
伴

う
冦
工
さ

が
Ｌ
り
行
わ

れ
、
関
係
者

一
月
が
工
事

の
無
事
を
折

っ
た
。

な
お
、
新
築
さ
れ
る
同
診
療

回
国

着
曲
幸
離
新
学
長
を
選
任
…
…
…
…
…
…
…
…
≧

朝
日
大
学
役
職
者
ｔ
，
…
…
…
…
…
…
…
…
‘
２

北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
め
ざ
す
…
…
…
・…
…
…
…
５

２
０
０
７
年
度
学
年
暦
決
ま
る
…
…
…
…
…
…

６

起正式で工事の無事を祈つた

安
繕
内
潮
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
中美
し
い
圏

づ
く
つ
』
で
あ

る
。
美
し
い
と

い
う
場
食

外

見
の
美
し
さ
と
ぬ
面
の
そ
れ

が
あ
る
。
わ
が
国
節
本
は
閣

季
そ
れ
ぞ
れ
に
草
本
、
花
々

が
咲
き
乱
れ
非
常

に
美
し

い
。
こ
れ
は
外
観
っ
一
方
中
身

ほ
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
岐
阜

果
の
裏
金
問
進
、
宮
崎
県
の

官
制
談
合
事
件
、
あ
い
か
わ

ら

ず

続

く

い
じ

め

問

題

等
々
。
美
し
く
な
い
側
面
が

多
々
目
に
つ
く
。
こ
の
ほ
か

毎
霞
の
よ
う
年
流
れ
る
血
な

ま
ぐ
さ
い
事
件
。
と
て
も
現

状
は
「美
し
い
国
、
日
本
」
と
胸

を
張
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

そ
う
い
う
国
づ
く
り
を
目
指

す
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
が
。
本
学
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
喫
煙
は
指
定
場
所

が
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
吸

い
殻
が
歩
道
艇
落
ち
て
い
る

こ
と
は
な
く
な

っ
た
。
落
書

き
や
破
損
箇
所
も

一
時
ほ
ど

で
は
な
く
な

つ
て
き

て
い

る
。
も
っ
と
も
清
掃
の
方
々
の

ご
蓄
労
の
賜
と
い
う
こ
と
も

あ
ろ
う
が
。」潮
か
ら
沢
山
の
キ

ヤ
ン
パ
ス
を
見
て
き
た
が
本

学
な
大
変
き
れ
い
な
大
学
で

あ
る
。あ
と
は
内
面
の
聞
題
◇

こ
れ
も
美
Ｌ
い
だ
ろ
う
か
。

はなみずき
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新
し
く
朝
日
大
学
学
長
に
決

ま
っ
た
を
曲
幸
雄
氏
に
鞄
負
な

ど
を
踊
い
た
ｃ

学
長
に
選
ば
れ
た
現
在
の
心

境
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

―
大
学
は
今
工
念
場
を
過
え
て

い
ま
す
６
２
０
０
７
年
は
志
願

者
と
定
員
が

一
致
す
る
全
入
の

年
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
重
要
な
時
塀
に
大
役
を
経
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

新
学
長
と
し
て
取
り
経
む
ベ

き
蘭
題
に
つ
い
て
◆

―
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
競
も
大
切
な
こ
と
は
教
育

の
質
を
更
に
高
め
る
こ
Ｌ
で
は

な

い
で
し
ょ
う
か
。
多
様
な
考

え
方

の
学
生
そ
れ
ぞ
れ
拒
、
付

娘
擬
値
を

つ
け
て
社
会

へ
送
り

だ
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い

望
ま
れ
る
の
な
学
生
を
引
き
付

け
る
授
業
ば
か
り
で
な
あ
り
ま

せ
ん
。
学
生
に
対
す
る
全
人
飾

対
応
で
す
。
教
職
員

一
人

一
人

が
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
こ
そ

が
違
ば
れ
る
大
学
に
な
る

一三

道
」
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
の
度
、
副
学
長
が
３
名
と

な
り
ま
し
た
が
、
副
学
長
と
の

協
調
体
制
に
つ
い
て
態
。

―
今
回
新
し
く
副
学
長
、
事
務

局
長
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
学
長

等
協
議
会
が
発
足

い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
な
学
長
の
業
務
執
行

の
効
率
性
、
迅
速
性
、
適
正
さ

を
確
保
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
、
時
代
の
流
れ
に
浴

っ
た
も
の
で
す
。
十
分
協
議
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

各
学
部
に
対
す
る
学
長
と
し

て
の
指
淳
力
を
ど
の
よ
う
に
発

◇
教
穀
課
程
セ
ン
タ
ー
長

◇
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
長

同
社
会
と
生
活
基
礎

蔀
会
主
笙

局
英
語
恭
難
郡
会
主
毎

揮
さ
れ
る
つ
も
り
で
す
か
。

―
各
学
部
は
基
本
的
に
は
学
郡

長
の
り
，
ダ
ー
ン
ツ
プ
に
柴
づ

い
て
連
営
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

学
長
や
副
学
長
が
学
部
に
園
を

出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
意
見
轄
取
が
必
要

な
と
き
、
情
報
を
徹
底
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
な
ど
に
は
各

教
授
会
に
も
出
席
す
る
つ
も
り

で
す
。

本
学
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

で
あ
る
学
生
や
ご
父
母
に
対
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

生
一言
つ
ま
で
も
な

い
こ
と
で
す

翻
情
素
処
理
部
会
主
任

○
留
学
生
別
科
長

Ｏ
歯
藩
衛
生
士

専
癬
学
校
長

◇
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長

が
、大
学
の
主
役
は
学
生
で
す
。

学
生
は
勿
論
の
こ
と
、
父
母
、

同
窓
生
、
地
域
、
高
校
、
企
業

の
人
達
が
大
学
は
求
め
て
い
る

こ
と
、
期
待
し
て
い
る
こ
と
に

応
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
ブ
ラ

ン
ド
カ
を
高
め
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

み

役

職

者

一
覧

２
月
心
日
に
決
定
し
た
役
職
者
は
次
の
と
お
り
（）

（新

ヽ
喜
任
駆
、
現
職
）

韓石
ｉ翔
一華
キ嬢
（新
と
、副
学
長
）

赤

石

健

弱
密
に
、最
こ

大

友

克

之

一韓

与

Ξ

部
長

島

教

竹

ぬ

　

宏
爺
任
、協
整
じ

麹
本
英
熟
報
鶏
鮮鑑
絡
稔

′、晃

籍

婦

究
板

谷

雄

二
奮
笹
、経
営
籍

）

ｏ
雪

館
兵

　

藤

不

轟

己

輸

笹
、曽
轟

兵
蕃

教

◆
摯

部
兵

　

杉

島

正

秋

勧

銑
、副
法
藪

長
義

撃

援

整

一一一
療

憲

三

鞠

鍵

鞠
簑

法
学
鶴

法
繊
研
究
所
長

憾梯

，１‐嘘

裸
財

五
簿
（帝
径
、法
教
授
）

◇
縛
繊
静
却
藤
変
科
長

森

下

柳

三

男

言

善
、経
冨
教
さ

経
軍

鷲

　

翻

澤

英

雄

（再
生
、経
営
羹

）

情
報
管
理
学
科
岳
　
態
↑
朧
　
　
籍
紫
再
在
、経
営
数
接
）

ビ
ジ
ネ
ス
企
画
↓
君
長

い石

甚畦

一入

人ダ

（再
任
、経
営
教
授
）

甚
美
崎
等
露

あ
所
長

教

久

保

嘉

華

霧

任
、経
営
教
こ

駆

竪

弦

ノ
　

鈴

本

博

遵

含

に
、経
営
籍

）

◇
縛

鞠
醸
究
藩
一長

田

村

康

夫

霧

径

観
嚢

）

路
民

燒
長

　

倉

知

五

秘

含

笙

爆
籍

）

副
覆

長

　

　

式

守

道

夫

霧

に
、歯
整

）

屍
　

　

　

曲

本

宏

治
（層

、主贈籍

）

同
　

　

　

　

一鱗

原

　

周

踊
符
難

斃

鮮
溝
Ｓ

脚
魏
翔
欝
共
同
　
　
■
≡
葬
一　
　
幾
重
（新
任
、歯
教
授
）

周
分
析
機
器
施
設
長

工
二

一
オ
　
　
鶴
重

観

紛
鶏

位
一泰

構

僕

正

典

奮

笙

囚
教
Ｓ

２
◇
０
７
年
度
事
業
講
種
の
骨
格
は
次
の
と
お
り
。

◎
学
生
募
集
計
画
と
広
報
戦
略

ま
ず
各
学
部
等
の
学
生
募
集
に
全
力
を
挙
げ
、

そ
の
た
め
の
効
果
鋒
な
広
報
戦
略
を
樹
立
す
る
こ

＞生
ｏ

◎
本
学
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携

学
生
・事
業
生
ぶ
学
父
母
、
地
域
社
会
等
と
の
連

携
を
読
化
す
る
こ
と
。
学
生
ホ
ー
ル
の
故
修
や
ス

ポ
ー
ジ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
最
大
の
ス
テ
ー
ク

本
ル
ダ
ー
た
る
学
生
の
ア
メ
エ
テ
ィ
の
角
れ
を
雷

る
こ
と
。

◎
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
確
立

教
育

・
夢
究
環
境
の

一
唇
の
充
実
の
た
め
経
営

業
継
の
安
定
化
を
区
る
こ
と
。

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
立

本
挙
が
地
域
社
会
な
ど
か
ら
信
用
を
か
ち
得
る
た

め
令
戦
員
、全
学
生
が
順
法
精
神
を
持
？
」と
。

こ
の
事
業
計
画
を
実
施
す
る
た
め
編
成
さ
れ
た

予
算
な
別
表
の
と
お
り
。

◆
警
・
　

　

長

０
副
　
ヤ零
　
長

翔同

Ｏ
学
生
部
長

銀

蒲

路

育
　

　

兼

松

宣

武

奮
笙

嬢籍

）

頗
謝

奏

夕

多

議

究
明

坂

年

隆

霧
佳
、歯
籍

）

武

曲

妖

司

爺
符
、数
職
語

整

〉

永ヽ

野

　

宏

套
径
、逝
教
装
）

田

園

郊

弘

§
任
、法
籍

）

海

野

矯

史
含
径
、法
教
毒

本学の2007年度事業討団表 び予算が、 1月 理事会で

決定 した。 これをま昨年 12月 の評議 員会 議こ諮問 されへ 全

会一致でその承認 を得 た ものである。

2007年度消費収支予算 (槻要) (単 位:千円)

大

野

典

子
鳶
任
、経
験

こ

吉

閣

良

生
奇
得
、経
営
教
こ

藤

畷

　

厚

含

任
、機
教
誓

塚

原

隆

司

爺
を
、歯
助
教
碁

衛
歯
学
部
船
届
村
上
一弔
怠
病
院
長
、
同
劇
院
長
の
政
諜
は
２
Ｃ
０
８
年
４
月
（】

ま
た
、
副
学
生
部
長
は
３
月
裂
事
会
で
選
任
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
す
。

□

消費支出の部 金 零貫

入件費
退職給与号t当金組入矮
教覇力費等
錘療経費
教育研究振興助成費
教れ罪管理費
事業計画等関係費

減イ面鑽却額
繕入金等粛l息
微珂叉不能額
予縮費

6,773,277

390,書 86
6661498

3,365,419

7351811

350,000
51,122

97書 ,906
0

82,987

180.000

潟費支出の部合計 14.567.206

茎年度消費収入超過額 ▲8,5161688

消費収入の言5 金 額
学生生徒納付金

手数料

捕助金

資産運用収入

事業収入

収益事業璃又入

医療曖又入

雑収入

5,595i373

86,再 63

232,009

1,757,245

65,013

205,186

8,563,209

134,465

帰属葦又入合計 16,638.663

基本金組入客員合計 ▲ 10.588.145

消費奴入の壱る合計 6,050,618
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る赤ＬみＵ
岐
阜
棠
教
育

ｋ
表
彰
式
が
、

２
月
疑
日
鶴
に

崚
阜
県
図
書
徳

多
目
的
ホ
ー
″

（岐
阜
市
）
に

お
い
て
行
わ
れ

井
柱
。朝

躍
入
学
休

育
会
か
ら
は
、

ラ
グ
ぼ
再
部
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

郡
、
周
都
の
安

部
芳
隆

（経
営

２
年
▼
青
桝
裕

子

（経

一
口
２

年
▼
浅
野
慎
允

（経
一
冨

年ヽ
）
、

自
転
辞
競
技
郡
、
周
部
の
―ｌｒ
理

往
典

（情
報
管
理
２
年
）
ら
が

準
年
の
各
種

入
〈
本
で
の
活
躍
が

評
楓
さ
れ
、
本
年
２
月
た
疵
任

し
た
松
服
潜
子
教
育
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ

帝
超

体

，
個

人
」
Ｌ

し
て
表
彰
を
受

け
井
生
「崚

卑

県

教

育
長
表
彰
」
は
、

文
化
、
ス
ぷ
Ｉ

ツ
の
全
国
大
会

等

で
上
笠
入
賞

を
は
た
し
た
県

剛
係
者
を
表
彰

す
る
も

の
で
あ

う
、
本
学
学
生

嬢
栄
答
あ
る
同
表
彰
を
毎
年
受

賞
し
て
い
る
。

受
賞
者
の
今
後
益
々
の
活
耀

が
、
ま
た
、
体
育
会
の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
。

は
警
宣
衛
に
取
り
組
ん
挙ふ
た
（

ま
た
、
ど
ジ
ネ

ス
企
画
学
科

で
は
学
科
を
あ
げ
て

「ビ
ジ
ネ

ス
能
力
検
をと

の
取
得
に
取
り

紙
ん
で
お
り
、
坤
３
級
合
格
率
」

は
２
０
０
５
年
度
卒
業
上
で
１

０
０
％
、
２
◇
◇
６
年
度
卒
業

予
定
者
で
は
９６
％
と

い
う
驚
異

飽
な
成
果
を
達
成
し
て
い
る
。

さ
ら
無
周
学
科
で
は
、
こ
れ
ま

で
に

「
１
級
合
格
者
」
も
輩
畠

す
る
な
ど
、
他
大
学
や
関
連
団

体
か
ら
も
大
き
な
注
目
を
浴
び

て
い
る
。

学
生
た
ち
は
、
将
来
の
就
職

戦
線
に
勝
ち
残
る
た
め
の
力
を

甥
周
大
学
で
着
実
準
身
に
付
け

つ
つ
あ
る
。

●
劇
歯
簿
記
検
定
ウ
級
又
は
３
を

受
験
者
数
　
％
名

●
惰
報
処
理
活
痛
維
力
検
定

（情
報
活
用
）

受
験
者
数
　
１９
名

●
周
本
常
識
力
検
定

一受
験
者
数
　
１５３
名

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ

受
験
者
数
　
覇
名

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ受
験
老
数
　
鍛
名

●
で
【
【⇔
Ｈ
Ｏ
¢
ｏ
浄

○
謙
「騨ｏ
ｏ

∽
嘲
⇔茎
ｒ

（鷲
（）ヽ
と

受
験
者
数
　
弱
名

●
プ
ぶ
嘉ｏ
↓
ｏ
り
０
４す
（）
や
帝”ｏ
ｏ

∽
つ
ｏ
２
Ｌ
中そ

（拶
ｘ
ｏ
豊
）

受
験
者
数
　
２４
名

●
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
（デ
‐
索
痺
分
を

受
験
者
数
　
９
名

●
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定

⌒Ｂ
検
）

（２
級
又
は
３
級
）

受
験
者
数
　
乾
名

●
パ
ソ
コ
ン
校
定
受
験
者
数
　
１４
名

栄奮をたたえ表彰状が綬与された

締
首
学
部
経
営
学
料

・
情
葦

管
理
学
科
で
は
、
「資
格
取
得
蝶

を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
科

目
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

麗
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
で

も

「資
格
取
得
一
に
向
け
た
指

導
が
穫
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
各
種
資
格
試
験
が
重
月
下

旬
か
ら
二
月
中
旬
矩
か
け
て
相

次
い
で
実
施
さ
れ
た
。

経
営
学
科

・
情
報
管
理
学
科

に
お
け
る
麗
講
科
目
な

一教
養

演
習
こ
」
、
一キ
ャ
リ
ア
演
習
」
な

ど
様
々
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の

一資
格
試
験
転
に
学
生
た
ち

中
日
、
糠
園
、
台
湾
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
各
国
で
開
催
さ
れ

た

「海
外
Я
本
希
ス
ど

，
チ

コ

ン
テ
ス
ト
」

の
優
秀
者
と
、
そ

の
引
４
教
員
の

一
行
１９
名
が
来

層
じ
小
学
を
訪
問
ι
々
。

朝
凛
大
手

で
は
、
毎
年
、
世

界
洋
お
け
る
日
本
語
教
育

の
発

展
を
目
的
と
し
て
、
各
国
の
増

本
語
教
育
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
、
層
祭
剰
本
語
ス
ど
，

チ

ヨ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
う

「
日
本
語
厨
徐

フ
オ
ー
ラ
ム
卓

を
装‐打
妹
技

の
明
海
大
学
と
共
催

し
て
い
る
◆

今
旺
の
訪
瑚
は
、
周
フ
オ
ー

ン
ム
の
駆
律
に
あ
わ
せ
、
主
縫

大
学
で
あ
る
襲
Ｅｌ
大
学
を

一
衛

が
訪
れ
た
も

の
今

当
日
な
、
長
坂
信
夫
学
長
を

表
敦
蒻
闘
、
学
長
と
積
極
的
に

意
見
交
換
を
行

い
、
ま
た
、
夜

ｔ
は
、
す
最
〓
継
革
よ
る
歓
麹

夕
食
会
に
参
貌
、
終
妊
私
や
か

な
ム
ー
ド
の
中
、
沈
暢
な
霜
本

語
で
本
学
関
係
者
と
の
交
流

・

貌
雄
を
深
め
た
。

一
行
な
瑠
本
滞
在
や
、
岐
≡

城
や
、
京
都
、
東
京
な
ど
の
観

光
を
満
喫
し
、
無
事
ス
ケ
ジ
エ

ー
ル
を
終
え
そ
れ
ぞ
れ
の
母
園

へ
帰
鋼
し
た
。

ま
た
、
本
学

爺
強学
生
別
舞
）

と
交
流
の
あ
る
吉
林
大
学

（
ｒ静

題
）
の
関
係
者
が
来
γ
し
、
を

途
幸
雄
劇
学
長
を
表
教
訪
闘
、

学
長
年
で
吉
閣
負
生
智
学
生
別

科
長
、
鐵
科
の
教
員
を
ま
じ
え

留
学
生
の
修
写
状
沈
や
、
本
写

の
瞥
学
生
支
援

に

つ
い
て
懇

談

・
交
流
を
深
め
る
と
共
に
学

内
諸
焼
談
を
見
学
し
た
。

本
学
は
１
月

帝
燃
俗
で
創
▼

誦
周
年
を
邊
え

た
。こ

れ
を
一記
念

し
て
、
本
学
Ａ

Ｕ
ク
ラ
ブ

ハ
ウ

ス

北

側

に

て

「記
念
植
構
一

が
行
わ
れ
た
。

長
坂
信
夫
学

長
の
換
拶
の
後
、

参
独
し
た
教
職

員
の
手
に
よ

っ

て
本
学
が
よ
り

↑
端
象
メ
穂
４

一
と
を
析

っ
て
記
念
構
の

「
メ
タ

セ
コ
イ
ヤ
」
が
植
樹
さ
れ
た
。

犠
日
大
学
と
端
穂
市
は
、
処

審
が
発
生
し
た
場
合
に
同
市
の

要
講
に
藩
じ
て
小
学
の
施
設
を

避
難
場
所
と
し
て
開
放
す
る
と

し
た
覚
審
を
締
結
し
、
脚
市
の

協
災
体
制
の
充
実
の
た
め
速
鶴

を
図
る
こ
と
と
な

っ
た
。

嗣
碑
式
は
、
端
鵜
市
役
所
に

お
い
て
執
り
行
わ
れ
、本
学
か

ら
は
、
宮
購
怖
理
事
長
の
代
理

と
Ｌ
て
長
坂
信
夫
学
長
が
崩
席

し
、
松
野
轟
蓬
揺
越
ふを
覚
審
の

締
結
を
行
っ
た
。

瑞
穂
常
に
は
、
お
よ
そ
期
万

人
千
人
の
住
民
が
住
ん
で
お
り

地
震
や
瓜
水
害
に
備
え
て
本
学

の
施
設
を
避
難
場
所
と
し
て
開

放
願
い
た
い
と
い
う
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
た
。

今
圏
の
覚
書
の
締
継
は
、
こ

の
要
望
年
応
え
、
災
害
発
生
時

に
本
学
の
施
設
を
避
難
場
所
と

し
て
顔
放
し
、
地
域
住
民
の
生

活
に
安
全
と
安
心
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
災
客
復
旧
活

動
に
寄
与
し
社
会
貢
献
を
業
た

す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
朝
創
大
学
穂
横

キ
ヤ
ン
パ
ス
で
嫁
災
害
篭
に
屋

内
外
合
わ
せ
て
最
大
で

一
万
九

千
九
百
名
を
収
容
す
る
こ
と
な

な
る
。

本学のさらなる発展・成長を願い、記念推樹を行った。

⌒

=

♂
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２
０
０
７
年
が
ス
タ
ー
ト

し
、

法
学
部

ヽ
経
営
学
部
３
年
生
の

就
職
活
動
が
い
よ
い
ま
本
格
跨

に
始
女

っ
た
っ

小

概

患

就
戦
支
援
の

一
環

た
し
て
枕
職
活
動
を
宣
常
に
控

え
た
学
生

３^
年
生
）
を
対
象

体
、
学
外
の
ホ
テ
ル

（大
虹
フ

イ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
）
を
利
用
し

た

一面
接
合
省
ト
レ
ー
エ
ン
グ

（ｔ
泊
２
趨
と

を
実
施
。

周
今
菊
で
態
豊
富
な
実
績
を

持
つ
企
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

を
議
婦
ｔｉ
楯
き
、
「自
己
分
析

・

自
己
Ｐ
Ｒ
、
一
傍
〓勃
機
の
持
戒

か
ら
撲
擬
価
接
ｔ・・．
ま
で
幅
水
い

指
導
が
２
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
た
。
参
換
し
た
学
生
た
ち
な

就
職
職
線
を
コ
鐵
に
控
え
真
禦

な
虚
持
ち
で
議
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
集
心
に
翻
さ
入
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
手
一を
え
を
感
，
て
い
る

様
子
で
あ

っ
た
ャ

求
た
、
２
尭
炉

，
郷
〓
２
欝

饗
推
岐
単
都
ホ
テ
ル
（岐
工
市
）

に
お

い
て

「朝
鶏
大
学
２
◇
０

７
就
職

・Ｌ
ミ
ナ
‥
」
が
渕
雛
さ

れ
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
学
学

生
の
採
用
実
績
が
豊
富
な
東
海

地
た
を

‐二，‐
心
と
し
た
地
元
企
業

を
招

い
て
行
，、／
不
学
独
二峯
の
就

職
説
明
会
で
、
毎
年
学
生
が
自

分
を
積
極
的
に
地
元
企
業

へ
売

り
込
む
場
Ｌ
な

っ
て
い
る
。

参
触
企
業
な
廷
べ
２
０
０
社

を
一
マ
た
、
２
麹
鶏
で
約
４
０
◇
名

の
リ
ク
ル
ー
ト
姿
の
本
学
学
生

が
企
業
ブ
，
ス
に
足
を
通
び
、

採
用
摂
ゝ
を
Ｌ
対
蕊
む
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
企
業
担

当
者
か
ら
な
、
い
ず
れ
も
学
生

の
意
欲

・
無
意
の
高
さ
に
評
徹

が
集
ま
り
、
一本
学
時
・か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
琥
職
活
動
に
対
す

る
備
え
の
成
果
が
大

い
に
感
じ

ら
れ
た

「航
戦
セ
ミ
ナ
１
４
と

な

っ
た
。

「模擬i轟接よはビデオで確認

「志望動機ど作成のイ騒l別指導を受ける

実
学
教
育
を
重
視
す
る
朝
遭

大
学
に
な
奨
学
支
援
細
度
の
一

つ
と
し
て
一資
格
取
得
支
援
細

庭

が
あ
る
９

周
士
援々
制
度
態
、
法
学
部
、

経
営
学
部
在
学
生
が
指
定
食
格

ゞ

ヽコ` ィ

哲
>1・ 2・ 3回

ヽ
′
ヽ

<2006

（入
学
前
の
資
格
も
含
む
ｃ
）
を

取
得
し
た
際
に
、
そ
の
資
格
の

難
易
度
に
応
じ
た
奨
学
金

⌒
Ａ

ラ
ン
ク
Ю
万
用
、
Ｂ
ラ
ン
ク
５

万
制
、
Ｃ
ラ
ン
ク
３
万
闘
）
を

給
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
１
年

間
に
４
題
の
学
講
期
間
を
設
け

て
お
り
、
今
年
度
の
第
１
剤
か

ら
第
３
煙
の
申
請
状
況
を
見
る

と
、
中
講
件
数
２６
資
格
、
１
９

６
件
に
の
な
り
学
生
の
資
格
取

得

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

今
後
も
給
付
さ
れ
る
美
学
全

を
利
用
し
、
新
た
な

「資
格
取

得
一
に
チ
ャ
ン
ン
ジ
し
、
国
際

未
来
社
会

へ
旅
立

っ
て
も
ら

い

た
い
ぅ
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2(効 )ドイツ語学文字振簗会ドイツ語技銭4尖定
R八ングル能力検定協会「八ングル」倉盪フ・検定
]

l」本中鰯検定:芹ゎ会中国語検定

1(財

'国

際どジネス霞ミュニケーション協会TCEiC
フ7

「J本商正会議Pた簿記譲定 (隠裔)
6 5(影)全国商業高等学校協会奪謂実務検忠(全商〉

3 員8rヨ本商工会議チ'サ r小売商 (阪売上〉検定
21(婢)実務技能検定機会秘書技能検定

2(社 )全懸鑑理学校協会秘書能力検定

9 41二(鬱)尊修学校教育振興会ビジネス能ブE検定(B検〉
ア(影 )Eヨ本渓字能力検定協会演字能力検定

3汗R本語文章能力検定協会欄本語文章能力検定

1をヨ本間二会議所Fヨ本語文書処理 (ワープr二)豪能検定

8 5(財)金籍商業蔑等学校協会

「
ノープロ実務検定

](露)画像憶報教育振興協会CGエンジニア検定CGttl督 9
i(財 )爵]像憶報教育振興協会マジレチメディア検定

21マイク園ソフトオフイススペシヤリスト事務島
l、おOS検定(MiCrOSOft OttGe SpeCt81iSt)

:詞地方公務員で県戦'市随村戦員) 6

6l上コ自衛官(2等陸海空 婦入 2す )
3国宅報俸μ,ク

"取
引主任者

R副本貿易実務検定協会貿易実務検定

8く桂〉全雷競飾教育者連会会(AFT〉色彩能力検定
ミ 1日本商五会議所どジネス実務法務検定

14 ρ(財)日本国燦教育協会日本語亀と力試験
7マイク

『
」ソフトオフィススペシマリスト事務局

l、406秩定(即 icroSO隻 0釘 ic9 Spec,3籍 3t,Exco
Fじ5 127,4計△

四
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「第
５
題
朝
日
大
学
剣
道
錬

成
ハ
虚

が
２
月
γ
瑠
的
に
祟
内

外
の
高
校
強
表
校
が
顔
を
そ
ろ

えヽ
、
懐
上
呻
箇
番
蜜
可
館
で
理

催
さ
れ
た
。

全
国
の
嵩
等
学
校
か
ら
強
豪
剣
士
が
集
っ
た

競
技
力
向
上
の
充
実
し
た

一
議

Ｌ
な

っ
た
ｃ

｛
攀
神
神
わ
一
蔀
構
麟
紳
一
韓

一

全
層
の
強
豪
校
剣
と
が
一筆
え
一

る
剣
き
は
鋭
く
、
全
閣
高
校
選

一

抜
を
控
え
て
い
る
剣
士
た
ち
に
〓

と
つ
て
「鎮
成
（
企
は
、
技
術
年

体
育
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
の

青
梯
裕
子

（経
営

２
年
）
が

「第
１４
郎
ジ
ユ
ニ
ア

，
オ
リ
ン

ピ

ツ
ク
カ
ツ
プ

・
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
大
会

（開
催
地

【
束
家
江

姫
学長・誡学長へ競技成績を報告

朝
日
大
学
歯
学
部
附
癌
村
上

記
念
病
院
で
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
や
美
容
な
ど
様
々
な
分

野
で
活
用
さ
れ
て
い
る

一酸
素

カ
プ
セ
ル
文
医
療
機
器
で
は
な

く
、
保
険
一珍
療
適
用
外
）
を
導

入
し
た
。

準
今
、
酸
素
の
効
果

・
効
能

が
話
題
と
な
り
、
各
種

マ
ス
コ

ミ
で
も
栞
繁
蕉
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る

「酸
蒙
カ
プ
セ
ル
」
は
、

疲
労
回
復
、
ス
ト
ン
ス
解
消
、

経
眠
不
足
、
運
動
添
是
、
肩
こ

り
、
冷
え
性
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
等

お
い
て
、
女
子
サ
ー
プ
ル
個
人

で
麓
々
の

こ
れ
疼
よ
り
書
柳
は
■
昨
等
機

翻
で
行
わ
れ
た
控
界
大
会
に
続

き
、
本
年
４
月
に
ト
ル
コ
国
で

開
催
き
れ
る

「世
界
ジ

羞
エ
ア

に
期
待

（個
人
差
あ
り
）
で
き

る
と
の
こ
と
。

な
お
、
本
整
義
孝
都
綸
辱
顔

院

（穂
積
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）
で

は
、
す
で
に
２
０
０
５
年
１
月
嚇

か
ら

一緞
索
カ
プ
セ
ル
転
を
導
棘

入
し
積
極
的
な
活
用
が
な
さ
れ
騨

て

い
る
。

Ｊ

獅

セ
【

プ

熊
力
韓

素

蝉

酸

禅

Ｆ

い
た

聘

れ

翠

さ

熟
入

い

導

”弾糾

賊 ぁ

坊警う整で
'轡` 
拇eo分

,」 f】 , ■ 月 倉にEOこ 00～ ie;0◇

-

翻日大学射工驚な歳院 墳t合建ゆセンター
(手;'すイコし】OSe、 食sl‐ eO`''

◆2008年度 体育会強化種目活動状況◆

選
手
掩
大
ぶ
置

の
開
本
代
妻
と

し
て
の
議
場
が
決
定
し
、
ジ
ュ

ニ
ア
の
要
薫
を
目
捲
こ
世
界
の

強
毅
甦
手
と
対
職
す
る
こ
と
と

な

っ
た
。

ま
た
、
爾
部
の
伊
藤
糖
概
（情

報
管
班
３
年
）
は
、
「第
５９
回
全

恩
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大

会

（開
催
逸

】
秋
騒
江

葎
お
い

て
、
学
生
五
者
の
貰
禄
で
男
子

エ
ベ
個
人
で
全
日
本
３
位
の
好

成
績
を
収
め
、
「
隠
本
ラ
ン
キ
ン

グ
３
崖

に
ラ
ン
ク
イ
ン
、今
後

は
日
本
代
表
と
し
て
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
ヘ
参
戦
す
る
こ

一
方
、
昨
年
の

「全
日
本
選

手
権
」
女
孝
サ
ー
ブ
ル
個
人
で

準
優
勝
を
収
め
た
準
触
セ
イ
ラ

選
手

（２
０
０
５
年
度
卒
業
生

大
返
共
立
銀
行
動
務
）
よ

、

今

年
も
同
大
会
決
勝
戦
で
ア
テ
ネ

五
輸
代
表
、
現
在
６
連
覇
中
の

久
枝
選
手
と
対
職
し
、
惜
し
く

ワ

もヽ

優
勝
を
の
が
じ
２
年
連
続
の

攀
優
勝
と
な

っ
た
。

国
内
分
で
大
活
擢
の
朝
日
大

学
体
育
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
郎
が

い
ま
い
ま

「
２
０
０
８
年
北
京

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
」
に
向
け
て
始

動
す
る
。

圏
困
田
四

田
田
田

田
田
園
囲

田
騒
函

クラブ名 大会名・調催窟重 試 合 結 果

フェンシング部

全掛本フJンシング選手権大会 二2月 22ヽ 2́5自 舅写エベ(個人) 9位 伊療携続(1毒報管
理8年 )

dOGジユニアオlジンどックぬツプ'
フェンシング大会

4月 9～ 10履 l
女子サーブジレ

(1圏人)

(2連覇)
優勝
青蒻J裕子(経営2年 )

7位 止康あいかぐ唐報管〕霊1年)
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拳軽
義
数
轟
線
纏
套
舞
筆
蓉
透
変
筆

Ｆ
Ｄ
活
動
推
遊
姿

・
員
会

（委

員
長

一
岩
曲
削
学
長
）
主
催
柱

よ
る

一
Ｆ
Ｄ
教
員
研
修
（
こ

が

２
嬬
・５
需
い
に
小
学
５
号
鯨
の

講
義
室
で
開
催
さ
れ
た
３

本
研
修
会
は
、
教
授
方
法
や

犠

坦す方
法
笠
す
の
改
並
π

テ翔
与

常

通
じ
て
、
魅
力
あ
る
授
業
を
学

生
に
提
供
す
る
こ
Ｌ
を
日
綿
Ｌ

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
っ

教
員
１
２
⇔
名
余
り
の
参
加

２
０
０
７
年
度
歯
学
部
Ａ
Ｏ

入
拭

・
推
蒋
入
試
合
格
者

で
入

学
手
続
を
完
了
し
た
者
を
対
象

と
し
た

「
入
学
離
狙
談
△
と

が

本
学
６
号
舘
大
講
義
箋
で
開
催

さ
れ
、
入
学

を
心
待
ち
に

し
た
入
学
予

定
者
と
保
護

者
ら
１
３
４

名
が
参
加
し

た
Ｇこ

の
４Ｈ
談

会
は
、
近
年

の
高
等
学
校

に
お
け
る
教

育
内
容

の
多

様
化
や
、
週

が
あ

っ
た
今
類
の
教
員
霧
修
会

で
は
、
曲
本
英
弘
教
授

（法
学

部
）
か
ら

っ法
学
部
に
お
け
る

Ｆ
Ｄ
活
動
の
実
態
力
一今
後
の
活

動
に
つ
い
て
の
私
見
４
と
懇
，

ま
た
、
寺
嘉
美
紀
子
教
授

⌒経

営
学
籠
持
報
管
理
学
舞
）
か
ら

な

一学
習
意
欲
を
引
き
基
す
授

業
の
実
践
こ
と
題
し
て
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
研
修
会
場
で
な
、

５
瑠
観
の
売
今
実
施
拒
伴
う
摂

業
轄
制
数
の
減
少
等
の
影
響
を

受
け
、
入
学
者
の
理
舞
系
番
目

の
米
履
修
や
学
力
不
足
の
振
向

が
顕
常
と
な
り
、
入
学
後
の
歯ター ト歯科医師への遭がス

学
生

へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
の

管
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
、

今
後
の
授
業
破
挙
隼
た
役
立
て

ぼ
Ｌ
参
加
者
な
真
剣
な
ま
な
ざ

Ｌ
で
教
】只
研
修
（然に
取
り
組
ん

で
い
た
。

な
お
、
２
０
０
７
年
４
月
か

ら
は
、
大
学
院
に
お
い
て
も
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
「
Ｆ
Ｄ
雑
進

活
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本
学

で
の

「魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
、

学
部
教
育
に
汁
分
対
応
で
き
な

い
学
生
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め

本
学
歯
学
郡
の
荻
育
ぬ
容
を
事

前
に
説
明
の
う
え
、
入
学
時
ま

で
の
右
意
義
な
時
間
の
過
し
方

等
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
痴
鶴
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
◇

当
日
は
、
長
坂
信
大
学
長
か

ら

４入
学
者
全
員
が
歯
舞
医
師

と
な
る
こ
と
が
嬢
い
で
あ
る
。

医
学

，
商
学
の
教
育
姫
嬢
輩
微

系
科
用
及
び
英
語
の
基
礎
学
カ

が
大
切
で
あ
り
、
入
学
ま
で
の

質
草
な
３
ヵ
月
薦
を
日
標
達
成

蕉
向
け
た
歩
み
の
競
間
と
し
で

も
ら
い
た
い
。ｔ
と
の
揆
拶
が
あ

り
、
藤
下
昌
迅
歯
学
部
長
や
各

無
当
教
員
か
ら
は
、
一人
学
離
準
増

循
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
韓
が
案
内
学

さ
れ
る
と
と
も
に

一本
学
の
建
埼

学
の
箱
警
、
教
育
方
針
、
歯
学
紳

教
育
の
現
状
こ
の
説
明
や
入
学
韓

ま
で
の
学
智
に
つ
い
て
の
ア
ド
勢

バ
イ
ス
が
あ
つ
た
。
　
　
　
　
韓

ま
た
、
今
回
新
た
な
試
み
と
韓

し
て

「在
学
生
と
の
座
談
会
」
警

を
開
催
，
た
と
こ
ろ
、
在
学
生
中

と
入
学
予
定
者
と
の
一父
流
を
深
帯

め
る
こ
と
が
で
き
た
様
子
で
、
韓

入
学
予
定
者
か
ら
な
、
基
礎
学
坤

力
の
重
要
性
を
再
認
識
う
、
一入
韓

学
後
、
授
髪一否
τ
十
分
理
解
で
き
警

る
よ
う
揮
し
っ
か
り
準
備
し
て
ゅ

お
き
た
い
だ
、
一
ア
ド
バ
イ
ス
が
神

参
考
に
な
っ
た
（∫
と
の
声
が
多
様

く
露
か
れ
、
朝
日
入
学
で
の
充
始

実
し
た
学
生
生
活
熊
希
望
と
夢
韓

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
。
　
　
攀

芽

残

折

卓

ゴ

1

ヨ
差

T

1

手

瑳登ケ́//″

選
ば
れ
る
大
学
づ
く
り
一
が
一看
実
に
進
む
こ

と
と
な
る
。

参加教員は熱心に講演に耳を傾けていた

〈法学部・経営学部〉(歯学吉呂〉(6学年は4月 1日に新年度Fデ千弓始)

巫

霞

目

月   日 行  事  等
◇前学期◇

4用 2議～ 4月 9争妻
ノザイダンス朗βaヨ

(定期健康診
'テ

を含む。〉

4月 6野ヨ 入学式

4湾 9爾 新入生学外乖〉l修

4月 10需 議学期授業闘身.A

4月 R6日～ 4局 18野 l 履修l葛 佃勅授業時鶏害じ罪巌1期闘

5庭 9正l～ 5鳥 12憲 履修登録‖多重期簿

7月 23歴ヨ 碗蒙期授業終了

7月 24日 へ′7月 30鶏 繊学期定期試験理閣

7月 3i劉 ～ 9月 29El 夏季休業

7月 ai戸ョ～ 8月 6雪 爺議鶏簡

8月 7日 ヤ́3月 10雲 集中毒簿義競淘

3月掛日～ 8月 23目 集中講義競閤

8驀 24国
前学期定期試験合否宅異発表及び局連
再試験手続El

8尾 3]日 ～ 9月 8園 前学期追 再試簸森蘭

9月 28ヨ 学位認授与式 (秋季)

鳥   自
行  事  等

Ⅲ 2 3 4学年 5学年

◇前学期◇

4月 4冒 オリエンテーシ豪ン(2～ 4学年) オlフエンテーション

4月 6愚 入学式

4尾 7国 登院式

4海 7疇～ 4サ
~O題
オリエンテーシ■ン(轟 学年)

4尾 9隠 前学期授業開始
(2～ 4年 )

説学甥授業開始
(臨床実習開始〉

4潟 B8日 前学難授業開始(二 年)
4用 R2Eヨ～ 4戸壱13握 鶏F入生学外こ舜修

5癌 1園～ 6J葛 2国 誤外学留期間

7月 23日 議学競授業終了(1～ 3学年)

7月 24日 ～ 8月 22と→寮季体美競闘(1～ 8学年)

7月 26日 R」学理授業終了(4学年)

7月 27日 マヽフ8月 22用 夏季休業期間(4学年)
7月 28目 就学雄授業終了

7月 30日～ 8馬 31日 霊季体業期間

8月 23篤ヨヘ′8月 9'日 誠学鯉定顔試繁期間

9月
'日
～ 9月 5日 前学期書露櫛議期間

9月 3日本′9月 4国 説学難定鶏試験蒻固

9月 6層]～ 9月 7日 議学壌科懲構講期間

9月 8 El～ 9月 i3日 磁学期簿・轟試鉄雛躊

9月 12圧l^シ 9月 甍3国 就学期遅 再試験期制


